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オピニオンダイナミクスは多数の人間の意見が、

意見の交換によってどのように収束するかを解

析する理論である。古くから社会学などで研究

されてきた[1-6]。オピニオンダイナミクスの理

論は Sîrbu	et.	al.[7]の総合報告によってまとめ

られているように、ガラムによる Ising 模型類似

の理論[8-10]、同じガラムによる局所多数決理

論 [11,12] 、 そ し て Bounded	 Confidence	

Model[13]がよく知られている。Ising 模型や局

所多数決理論は一人一人の意見が０か１，ある

い は １ か ー １ で あ る の に 対 し 、 Bounded	

Confidence	 model は意見は連続的に分布してい

るとしている。本研究は、この Hegselmann-

Krause の理論[13]をベースとしつつも、個々の

人々の関係を信頼と不信の２つがあると拡張し、

さらにマスメディアなどによる効果も加えた新

しいオピニオンダイナミクス理論を提案するも

のである。	

	 Hegselmann-Krause の理論[13]は以下の式から

出発する。ここの人の意見を xi	 として、他の人
からの意見に影響されるのを定量的に	

𝑥" =$𝐷"&

'

&()

𝑥&	

ここで、0 ≤ 𝑥" ≤ 1であり、𝑫𝒊𝒋 > 𝟎としている。	
	 Ishii-Kawahata が提案したオピニオンダイナ

ミクス理論[14]は、この Dijを正負の値を取ると
し、正の値の場合は信頼関係、負の値の場合は

不信関係に対応すると拡張した。個々の人の意

見を Ii(t)とし、意見は一次元で表現できるとする。
Ishii-Kawahata の理論は次の式となる。	
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ここで右辺第一項はマスメディアや政府声明な

どによる影響を表して、A(t)が時刻ｔでの広報

量、ciはそれが人に与える強さを現す係数である。	
右辺第二項はHegselmann-Krause[13]に基づく、他
の人の意見に影響される項であるが、ここでは	

	

	

	
 

係数 Dijは正と負の両方の値を取り得るとしてい
る。また、Dijは i とｊについて非対称とし、i さ
んが jさんを信頼していても、jさんは iさんに不
信を感じているという非対称関係はありとする。 
	 簡単なモデル計算の例として、２人の場合を

掲げる。縦軸が意見で正か負の値を取る。横軸

は時間である。AさんとBさんがお互いに信頼関
係にあるとした場合に、新しい理論で計算した

例が第１図である。A,B 両者の意見が正の意見で
同じとすると、両者の意見はどんどん正に行く。 

 
	 	 第１図	 ２者が共に正の意見で信頼関係に 
	 	 	 	 	 	 ある場合 
 
他方、A,B の２者がそれぞれ正の意見、負の意見
と意見が異なっていて、しかもお互いに反発し

ていて、DAB<0、DBA<0 とすると、第２図のよう
に、時間の経過と共にどんどん反発していく。 

 
	 第２図	 ２者が正と負の意見に別れ、かつ 
	 	 	 	 	 信頼関係が無い場合 
 
	 次に、２者の意見が正と負で異なっていても、
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お互いが信頼関係がある場合を考える。この場

合は第３図のようにお互いの意見がちかづく。

計算で両者が最後にわずかに正の方向に動いて

いるのは、マスメディアの項をわずかに正に設

定している影響である。 

 
	 	 第３図	 ２者の意見が正と負で異なって 
	 	 	 	 	 	 いても、信頼関係がある場合 
 
次に３人の場合の計算例を示す。Aが正の意見で
B が負の意見、C はわずかに正であるがほぼ中立
の意見であるとする。ここで C は A からも B か
らも絶大な信頼を持たれている大人物であると

する。すると、AとBは最初に反発しているにも
かかわらず、計算を進めると第４図に示したよ

うに、B は最初は負の方向に反発しているが、や
がてCに引きずられるように正の方向に動く。こ
れは、いわば、A を薩摩、B を長州、C は薩長同
盟を成立させた坂本龍馬であると例えられるか

もしれない。 

 
	 第４図	 ３者で A,C２者が正の意見、もう一人 
	 	 	 	 	 のBが負の意見であるが、A,BはCに 
	 	 	 	 	 絶大な信頼を寄せいている場合 
 
	 ２人と３人についての簡単な計算であるが、

多数の人間に対してこれをN人として計算するこ
とはプログラムとしては難しくない。そして、N
人という多体問題で現れる個々の素過程は、２

人と３人についての計算で、ほぼ網羅できると

思われる。 
	 このように、Bounded Confidence Model から大
きく拡張された新しいオピニオンダイナミクス

の理論では、社会全体の合意形成だけでなく、

逆に社会の分裂や少数派の孤立などもシミュレ

ーションできるので、現在の社会のあらゆる側

面を再現できる理論であると思われる。 
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